（表面）
養老フェスタ２０２６　出店【こどもお仕事体験ブース】申込書
令和８年　　　月　　　日
下記のとおり、養老フェスタ２０２６への出店を申し込みます。
なお、出店に際しては、出店者募集要項の内容に同意し、遵守いたします。
	出店者
	事業者名
	
	左記に記載された事業者名で｢店名パネル｣等を作成します。
８文字以上の場合は文字が小さくなる場合やすべてを表記できない場合があります。

	
	代表者
	
	

	
	所在地
	
	

	担当者
連絡先等
	所属・役職等
	
	左記に記載された担当者の方に、出店者説明会等の連絡をさせていただいます。


	
	担当者名
	
	

	
	電話番号
（携帯）
	
	

	出店内容
※こどもお仕事
体験用
	体験プログラム名
	

	
	参加者対象
	□小学生　□中学生　□両方
※未就学児の場合　保護者同伴であれば参加可能とするか
□可能　　□不可

	
	１回あたりの
所要時間（目安）
	約　　分間（※１回あたり20～30分程度までを目安にしてください）

	
	１回あたりの受入人数
	　　　　人（※原則３人以上とします）

	
	配置スタッフ数
	　　　　人（※原則２人以上とします）

	
	１日あたりの実施回数（予定）
	
計　　　   回
※【参考例】10時～15時30分で１回あたり所要20分、休憩・準備
時間15分として、フル稼働するとした場合、計９回となります。
①10:00-10:20  休憩・次回準備10:35まで
②10:35-10:55　休憩・次回準備11:10まで
③11:10-11:30　休憩・次回準備11:45まで
④11:45-12:05  休憩・次回準備12:20まで
⑤12:20-12:40　休憩・次回準備12:55まで
⑥12:55-13:15　休憩・次回準備13:30まで
⑦13:30-13:50　休憩・次回準備14:05まで
⑧14:05-14:25　休憩・次回準備14:40まで
⑨14:40-15:00　休憩　随時片付け

	[bookmark: _Hlk229317457]体験プログラム内容・手順（流れ）
	お仕事体験内容・手順（流れ）
	使用する物品等

	
	①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

	


【参考例】お米検査員（農産物検査員）
	体験プログラム内容・手順（流れ）
	お仕事体験内容・手順（流れ）
	使用する物品等

	
	①手袋、帽子、白衣（雰囲気づくりのため）を着用
②お仕事内容の説明　・お米の検査の役割について簡単に説明
③お米の等級があることを説明　・写真などを使って紹介
④やってもらうミッションを伝える
　・「みんなにお米を検査して等級を決めよう」
⑤小袋に入った「検査用サンプル米」と検査皿（黒色のお皿）とルーペをお渡し
⑥簡単な基準を説明（写真を使って）、その後作業開始。
　検査皿にお米をのせて、写真のような出来の悪いお米粒（割れてしまっている、色が緑色や黒色なもの）が何個あるか確認してもらうように伝える。〇個まで１等級、△個まで２等級、□個以上は３等級というような感じで。
⑦出来の悪いお米粒が何個だったか確認し、小袋に「〇等級」のシールを貼り付け完了。
⑧最後にお米検査員の認定証（修了証）と検査皿をプレゼント
	①簡易的な手袋、帽子、白衣
②お仕事内容のわかる資料・写真
③検査用お米（玄米サンプル）
④検査用お米小袋
⑤検査皿
⑥等級シール
（１・２・３等級）
⑦認定証
⑧ブルーシート（お米がこぼれてもいいように）



